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【H20年東京七座会】
雨の日の開催になりましたが、六本木
の隠れ家のような場所に満足しながら
二次会の六本木ヒルズ(喫茶)に感嘆した
日となりました。
  　畠山氏による踊り(写真下)

　風薫るさわやかな季節となりました。
故郷のゴールデンウィークは桜の満開が過ぎ山々は新緑に彩られ、花々は一斉に咲きほこる頃でしょうか。
会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか。
　昨年のふるさと会は、東京七座会が6月29日に15名の参加で麻布『霞会館』で開催しました。
第20回となった記念の会ではゲストに東京小猿部会(七日市地区)会長の畠山末広氏を招き、余興に三味線や
踊りの披露がありました。
　東京鷹巣会は11名の参加により、例年通りの九段下『ホテルグランドパレス』で11月16日に開催されま
した。
会員の動向については、退会者1名・住所不明7名で現在142名の会員数となっております。
　　　　退会者　　　　　　不明者
　　　   仲村孝志　(死亡)    小笠原弘美  　　成田　寛　　　三浦キサ(木村)
　　　　                   　     熊谷勇蔵　  　　藤田　敏
                                       佐藤賢四郎  　　韮山栄子(熊谷)　        　　　　　　　（順不同敬称略）
　　　亡くなられた仲村さんに、ご冥福をお祈り致します。（合掌）
      　転居先不明となられてる方々については皆様からの情報をお寄せ下さるようお願いします。

《後記》戸澤茂男さんのしめ飾り記事は『県政だより』の記事です。平成16年12
月11日(土)の毎日新聞夕刊全国版の一面にも写真付きで一度掲載されました。

完成となります。「これは４人の合作。おじいちゃん
とおばあちゃんが元気だから、出来ることです」と澄
子さん。昨年も約200本を仕上げ、近くのJA直売所
などで販売しました。正月には床の間に代々伝わる
掛け軸を飾り、孫を含めた３世代で正月を祝いま
す。

北秋田市前山（旧鷹
巣町）の戸澤茂男さん
のお宅では、10年ほど
前からしめ飾り用とし
て、稲穂が赤茶、黒、
紫の３種類の古代米を
栽培。その稲穂を使っ
しめ飾りを作り続けて
います。「昔は米俵や
馬のワラ靴などをよく
編んだがら、しめ飾り
など簡単だ」とおっ
しゃる茂男さんは１月２
日で満86歳、ワラを
打って編む作業を担
当しています。おばあ
ちゃんのアサさん(83)
は古代米の田植えか
ら稲刈りまで。長男で
会社員の元弘さん(56)
は主に田んぼの管理
を担当し、奥さんの澄
子(56)さんが、ミカンや
黄金の米俵などの飾り
ものを付けて【H20東京鷹巣会】

参加者が少なく苦慮して
いますが、久し振りの
再会に皆の元気な顔に
話が尽きません。




